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本論文の目的および論文の構成を示している。   




第3章「M-ary PSK Multiple Subcarrier Modulated Signals over Turbulent RoFSO Channels」では 
開口平均技術を用いた RoFSO システムにおける様々な M 値 PSK (Phase Shift Keying)で MSM (Multiple 
Subcarrier Modulation) 信号伝送の定式化を行うため、ガウスビームの伝搬モデルにより、シンチレー
ションや光学雑音、LD (Laser Diode) の非線形性等について、大気擾乱を受けた RoFSO システムの
MSM 信号伝送に与える制限条件を求めている。 開口平均技術に基づく数学的モデルによるシステム
機能全体を CNDR(Carrier to Noise-Plus-Distortion Ratio) や (Outage probability) および BER(Bit Error 
Rate)の定式化を行っている。さらに RoFSO システムの最適設計を行うため、受信アンテナの最適な




第 4 章「CDMA Wireless Signals over Turbulent RoFSO Channel」では、開口平均による低減技術やガウ
スビーム波伝搬モデルを用いて、CNIR(Carrier to Noise plus Interference Ratio)、BER や POut特性の観点
から、RoFSO システムにおける CDMA (Code Division Multiple Access) 信号伝送特性を特徴づける革新
的な解析モデルを提案している。また、シンチレーション、光学雑音、MAI(Multiple Access Interference) 
や相互変調歪等の擾乱のあるRoFSOチャネルにおけるCDMA信号伝送の際の制限要素を示している。
さらに、RoFSO システム構成を最適化するために、送信機側の最適 OMI の選択と受信機の開口サイ
ズに基づいたトレードオフを先行研究結果と比較して明確にすると共に、提案されたトレードオフに
より、W-CDMA 信号の良好な受信を可能とする RoFSO システムの最適設計が示されている。 
第5章「Experimental Evaluation of W-CDMA based Wireless Services Transmission over RoFSO Channel」 
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